
（様式２） 

備考 １．必ず、大項目を【１、２、３・・・】、中項目を【（１）、（２）、（３）・・・】、小項目を【①、②、③・・・】として明記し、質問内容、要旨等の具体的かつ明瞭化に努める。 

２．数値の答弁を求める場合は、必ずその旨を記載する。また、過去の経緯、他市の状況等の答弁を求める場合も、同様の扱いとする。 

３．ＭＳ明朝体、１２ポイントで記載する。 

（ 1 ページ） 

 ２６番       浅井 寿美 議員  

質問タイトル（大項目） 

 

 

質問項目（中項目） 

 

 

具体的質問内容（小項目） 

 

 

１．被爆８０年の年に、本市

の平和行政の前進を 

 

【質問趣旨】 

２０２４年、日本原水爆被

害者団体協議会（日本被団協）

がノーベル平和賞を受賞し

た。この受賞は原爆が投下さ

れた唯一の国で、核兵器廃絶

を目指し草の根で活動を続け

てきた多くの被爆者の努力に

報いるものであった。核兵器

を取り巻く現実は依然として

厳しいものではあるが、その

中でも昨年、約１５年ぶりに

日本被団協の愛知県組織「愛

友会」の瀬戸支部が活動を再

開したことは大きな希望であ

る。本市は「平和都市宣言」

の中で、核兵器の廃絶と戦争

のない社会を目指すことを宣

言している。高齢化した被爆

者や被爆二世への支援、↓  

 

 

 

 

 

（１）非核平和行政の推進に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）平和教育の充実につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 令和６年度(２０２４年度)に本市で実施した平和に関する具体的施策及び全体

の決算額を伺う。 

 

② 平和に関する取り組みは自治体行政において今後ますます重要になると考える。

平和行政は平和教育、被爆者援護施策、平和をアピールする啓発活動など多岐に

わたるが、それらを統一的に推進するためにも事務分掌化する必要があると考え

るが見解を伺う。 

 

③ 本市は「平和都市宣言」の中で核兵器の廃絶を目指すことを明記している。昨年

の被爆者行脚で要請された、宣言の名称を「非核平和都市宣言」に変更すること

について、市は「検討する」との回答であった。被爆８０年の年に、核兵器廃絶

の願いを明確に表す「非核平和都市宣言」に改めることについて見解を伺う。 

 

① 被爆体験を次世代に継承するために、平和教育は今こそ重要と考える。広島市立

基町高等学校の生徒と被爆体験証言者との共同制作による「原爆の絵」の展示を

本市の小中学校で実施し、実体験のない世代が被爆者の声を聞き、後世に伝える

取り組みの大切さを知る機会とすべきと考えるが見解を伺う。 

 

② 中学生までの間に広島の平和記念資料館などを訪問し、被爆の実相を学ぶことは

重要と考える。修学旅行又は広島平和式典への派遣事業などを平和教育の重要な

機会と位置づけ実施すべきと考えるが見解を伺う。 
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原爆の実相を後世に伝えるた

めの平和教育、核廃絶を目指

す政策等について、本市が今

後どのような方針で臨むの

か、具体的な施策について伺

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）被爆者援護施策の実施 

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 県内では３２の自治体が何らかの被爆者への援護施策を実施している。施策の内

容は様々であるが、医療や健診などに対する「健康管理手当」の支給を多くの自

治体が実施している。これらは、高齢となり健康に不安を抱える多くの被爆者の

願いにこたえるものとなっている。本市においても「健康管理手当」の実施を急

ぐ必要があると考えるが、見解を伺う。 

 

② 日本被団協の愛知県組織である愛友会の瀬戸支部は、高齢化が進み一旦休止して

いたが約１５年ぶりに復活した。現在その活動を支えるのは被爆二世の方々であ

る。県は被爆二世健診を行っており、その結果などを記録する「被爆二世健康記

録簿」を配布している。これらの県の取り組みを本市の被爆二世の方々に広く周

知すべきと考えるが見解を伺う。 

 

③ 県の被爆二世健診項目にはがん検診が含まれていない。本市の制度として被爆二

世の方のがん検診への減免を行う必要があると考えるが見解を伺う。 

 

 

④ 被爆の実相を伝え、核兵器廃絶の運動を継承するためにも愛友会瀬戸支部の活動

への支援を実施すべきと考えるが見解を伺う。  
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（４）核兵器禁止条約につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

① 昨年、核兵器廃絶へ向けた粘り強い活動が評価され、ノーベル平和賞を受賞した

日本被団協は、「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」に取り

組んでいる。本市は平成３０年(２０１８年)１２月、平和都市宣言を行い、その

中で、世界唯一の被爆国の国民として、核兵器の廃絶と戦争のない社会を目指す

ことを明記した。核兵器の廃絶を目指す取り組みの一環として、日本被団協が取

り組んでいる「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」に署名を

することについて市長の見解を伺う。 
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２．土砂災害警戒区域等に位

置する学校等への対応につい

て 

【質問趣旨】 

地震や豪雨災害が頻発する

昨今、防災や減災への取り組

みはたいへん重要かつ喫緊の

課題となっている。南海トラ

フ地震防災対策推進基本計画

は１０年ぶりに変更され、「命

を守る」対策に加え、避難所

等での災害関連死を防ぐため

「命をつなぐ」対策が重点化

された。災害時に避難所とな

る学校は、普段は日中、子ど

もや教職員が過ごす場所とし

て、常に安全が確保されてい

ることが絶対条件であるが、

市内には土砂災害特別警戒区

域又は土砂災害警戒区域内に

位置している学校等が残され

ている。速やかな対策の実施

を求めて質問する。 

 

 

 

 

 

（１）災害対策への認識につ

いて 

 

 

 

 

 

（２）本市の防災計画につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）指定避難所等の安全に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 令和７年(２０２５年)６月「災害対策基本法等の一部を改正する法律」が公布さ

れ、同年７月には「南海トラフ地震防災対策推進基本計画」が約１０年ぶりに大

幅な見直しが決定した。これらの背景についてどのように認識されているか伺

う。 

 

② 国の法改定に伴って、本市の防災関係の計画等に改定や変更はあるか伺う。 

 

① 本市の防災に関連する資料の一つに「瀬戸市防災地区カルテ」があるが、これは

住民が地域の状況を知る資料としてたいへん有益な資料と考える。しかし平成２

６年(２０１４年) に作成されて以降、情報の更新がされていない。地域の防災

計画を作成するうえでも、住民自らが防災の備えを進めるためにも、情報の更新

をする必要があると考えるが見解を伺う。 

 

② 現在、自治会単位で策定中の瀬戸市地区防災計画は、令和２年(２０２０年)以降、

１０地区の計画が策定されている。全ての計画策定が完了する見通し及び課題を

どのように考えるか伺う。 

 

① 本市において、水害及び土砂災害の危険度の高い地域に位置する指定緊急避難場

所及び指定避難所はどこか伺う。併せてこれらについての対策をどう考えるか見

解を伺う。 
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（４）学校、保育園等の安全

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 学校や保育園は、主に平日子どもたちが長時間を過ごす場所である。現在、敷地

や施設が土砂災害特別警戒区域又は土砂災害警戒区域内に位置しているところ

はどこか伺う。併せて早急な対策が求められると考えるが見解を伺う。 

 

② 水南小学校は校舎全体及び校舎北側一帯が土砂災害警戒区域、また校舎北側の一

部及び校舎の一部が土砂災害特別警戒区域に指定されている。対策の見通しを伺

う。 

 

③ 水南小学校の東に隣接する水南保育園は園舎が土砂災害警戒区域、遊戯室の一部

が土砂災害特別警戒区域に指定されている。北側の法面には一部擁壁が設置され

ているが、今後どのような対策を考えているか伺う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


